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宗谷教職員組合 
 
〒  稚内市緑２丁目４－２１ 宗谷教育会館 
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毎
週
、
札
幌
や
釧
路
な
ど
、
道
内
各
地
で
街
頭
運

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
宗
谷
で
は
六
月
六
日
に
道

教
組
の
街
頭
演
説
in
稚
内
、
六
月
二
八
日
に
ピ
ー
ス

ウ
ォ
ー
ク
わ
っ
か
な
い
主
催
の
デ
モ
行
進
、
七
月
一

一
日
～
一
二
日
は
宗
谷
教
組
の
管
内
ぐ
る
っ
と
街
頭

宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
方
々
の
興

味
も
高
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。「
今
の
国
会
、
な
ん
か

お
か
し
い
よ
な
～
」
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。 

八
月
三
〇
日
（
日
）、
国
会
一
〇
万
人
・
全
国
一
〇

〇
万
人
大
行
動
が
あ
り
ま
す
。
日
本
全
国
で
一
〇
〇

万
人
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
平
和
を
訴
え

る
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。
宗
谷
で
は
ピ
ー
ス
ウ
ォ

ー
ク
わ
っ
か
な
い
が
稚
内
市
内
で
集
会
と
ア
ピ
ー
ル

行
動
を
企
画
し
て
い
ま
す
。 

宗
谷
教
組
と
し
て
、
こ
の
稚
内
で
の
動
き
に
結
集

す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
す
。
先
日
、
組
合
員
の
先

生
か
ら
「
宗
谷
教
組
は
何
か
し
な
い
の
？
」
と
い
う

問
い
合
わ
せ
が
本
部
に
あ
り
ま
し
た
。み
ん
な
で「
何

か
し
な
い
と
」
と
思
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
自
分

の
考
え
を
表
明
し
ま
し
ょ
う
。 

二
十
五
日
夜
の
報
道
で
は
「
民
主
主
義
な
の
で
、

最
終
的
に
は
多
数
決
だ
。
論
議
が
熟
し
た
と
き
に
は

採
決
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
安
倍
首
相
の

言
葉
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
先
月
の
衆
議
院
本
会
議

の
様
子
が
思
い
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で

は
、
集
ま
っ
た
分
だ
け
世
論
が
動
き
、
み
ん
な
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
法
案
を
止
め
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
み
ん
な
で
平
和
を
守

る
取
り
組
み
を
し
ま
し
ょ
う
。 

左上：稚内支部。天気

の悪い中集まってく

れました。 

右上：利尻富士支部。

たくさんの方が集ま

ってくれました。 

右：豊富支部。全分会

からの参加。管内で

一番元気に歩きまし

た。 

 

いま、与党国会議員のみなさんが恐れるのは、「次の

選挙で落選すること」。一方で、参議院では８人、再可

決しようとしている衆議院では１２人の造反（党の方

針に反して、戦争法案に反対すること）があれば、戦

争法案は廃案に持ち込むことができるといわれてい

ます。 

そこで、地元選出の国会議員に対して、抗議ＦＡＸ

で私たちの願いを伝える取り組みを早急に行います。 

国会包囲１０万人行動・全国で１００万人行動に結集 

８．３０ピースウォークわっかない・市民集会 
宗谷教組として、組合員のみなさんに、この集会への参

加を呼びかけます。一緒に「戦争はイヤ」「平和がいい」

と声をあげましょう！ 
 

８月３０日（日） 

１５：３０から集会、１６：００頃から３０分ほどアピール行動 

場所 稚内総合文化センター 
 
宗谷教組組合員のみなさんには旅費の補助を検討して

います。各支部では、参加集約をお願いします。 
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９月１７日・１８日、宗谷管内で１４年ぶりに「全道へき地複式研究大会」が

行われます。 

管内の８市町村の９校が授業公開を行う機会となります。会場校のみなさん

は、当日に向けて授業づくりや会場校としての準備などに力合わせをしていま

す。宗谷教組では、管内で奮闘している会場校のがんばりを取材させていただき

ました。宗谷複式教育研究連盟が主体となっているこの取り組みを、同じ宗谷の

教職員として激励したいという願いをこめて、特集を組むことにしました。第１

回は礼文と猿払の様子をご紹介します。 

 
第１回 礼文編①・猿払編① 

香深井小学校では、昨年のプレ研を終え

て６年生４名が卒業。春に１年生４名が入

学してきました。最高学年の卒業・新入生

の入学と、学校の実態が大きく変わる中

で、今年の本大会を迎えます。そうした中

で大切にしてきたことは、「個の支援」だ

と、研修を担当する則座先生はお話をして

くれました。 

 

一人学びに深まりを 
今年は２・３・５年生が「ひとり学級」。

自分の考えを広げたり，いろんな意見に

触れられたりするような授業を目指して

いるそうです。日常的にも，礼文小と香深

井小の連携を意識し，両校の子どもたち

が互いに学びを深めていけるような取り

組みを始めているそうです。 

 

「できました！」→「いいですね」 

を超える一歩 
２・３年生担任の高橋有子先生にもお

話をお聞きしました。 

「『今日はこの勉強をしましょう。』

『ハイ！先生、できました！』・・・とい

うやり取りに留まらない『あれっ！？』

という気づきや葛藤、『もっとこういう

ふうにしてみたよ』というような工夫が

生まれる授業にしていきたい」と高橋先

生。 

１年生は八木先生。作文の授業です。

小学校に入学して、ひらがなを学んだ子

どもたち。ひとりひとりの学びの軌跡を

大切にしながら、担任の八木先生と、支

援員さんと４名の子どもたちが学びを

深めるそうです。 

 

 
お話を聞かせてく

れた則座先生と高

橋先生 

フェリーターミナルそばの町民センター「ピ

スカ」の前には大会告知の看板も！ 

猿払では、浜鬼志別小学校と、浅茅野小

学校・芦野小学校による集合学習の公開

授業が行われます。 

今回は、浅茅野小学校を訪問。瀬川先生

と平沼先生にお話を伺いました。 

 

機会を大切にした 

集合学習の学び合い 
猿払では、芦野・浅茅野・浜猿払で「は

まなす学校」という集合学習で、マラソン

や作文発表会、水泳・スキー授業などに取

り組んできたそうです。昨年度末で浜猿

払小学校が閉校。２校となり、本大会を迎

えるにあたっては、両校の課題を出し合

い、「コミュニケーション能力の向上」と

「ＴＴの役割の明確化」に焦点を当てて、

授業づくりを行ってきたそうです。 

 

研究大会では体育と音楽の授業 
授業公開では、中・高学年の体育の授業

と、全学年による音楽を公開します。 

体育の授業は「キンボール」。定番のボ

ール運動ではないのは、「どんなふうにし

たら勝てるか」という思考と、そこから生

まれる伝え合う活動を想定して…とのこ

と。音楽の授業は１年生から６年生の全

員で取り組む「音楽づくり」。合唱や器楽

などという枠組みにとらわれない活動に

挑戦。発達段階を考慮しながら、一人ひと

りの力を考慮してひとつの音楽にしてい

く活動だそうです。 

体育のＴ１を担当する平沼先生は「何

事も夢中で取り組む子どもたちの様子

…、話し合って作戦を立てる姿はもちろ

ん、夢中でキンボールに取り組む子ども

たちの様子をぜひ、見てほしい」と話して

くれました。養護教諭の立場から子ども

たちを見守る瀬川先生は、「音楽の授業は

子どもたちが楽しんでいてとても生き生

きしている。指導する先生方もとっても

あったかいです」と教えてくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者のみなさんの力も！ 

本大会に向けて… 
本大会に向けては、保護者の方も協力

も。ＰＴＡとして昼食のお世話など力を

発揮してくれるそうです。浅茅野小学校

を訪問すると、若い先生方が元気にがん

ばっているエネルギーが、明るさとなっ

て伝わってきました。 

へき複大会は、子どもたちはもちろん

のこと、地域の方々も含めて、日々の学校

づくりを確かめる機会となるようです。 

 

ち
の
が
ん
ば
り
に
寄
り
添
い
応
援
で
き

る
、
学
校
の
先
生
と
い
う
仕
事
の
醍
醐
味

を
味
わ
え
る
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
ね
。 

◆
も
う
す
ぐ
「
へ
き
複
大
会
」。
宗
谷
教
組

と
し
て
、
各
学
校
に
取
材
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
こ
こ
数
年
で
は
初
め
て
の
取
り
組

み
で
す
。
組
合
は
、
へ
き
複
大
会
の
主
催

者
で
も
な
く
、
後
援
も
し
て
い
ま
せ
ん
。 

で
も
、
管
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
学
校

で
が
ん
ば
っ
て
い
る
先
生
方
は
、
同
じ
宗

谷
で
力
合
わ
せ
を
し
て
い
る
先
生
方
で
、

そ
う
し
た
先
生
方
の
授
業
づ
く
り
を
、
学

校
づ
く
り
を
、
激
励
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ど
の
学
校
で
も
、
先
生
方
と
子

ど
も
た
ち
の
素
敵
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝

し
ま
す
。
（na

ity

） ◆
２
学
期
が
ス
タ
ー

ト
。
学
芸
会
や
学
校
祭

に
向
か
う
中
、
学
校
文

化
が
花
開
く
頃
で
も
あ

り
ま
す
ね
。
そ
れ
ぞ
れ

の
学
校
の
「
学
校
文

化
」、
伝
統
を
受
け
継
ぎ

次
の
世
代
に
伝
え
る
ん

だ
…
と
い
う
子
ど
も
た


